
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

発
表
は
一
人
20
分
位
で
す
が
、
希
望

者
は
事
務
局
に
内
容
も
含
め
て
、
メ
ー

ル
願
い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
12
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※�

11
月
と
1
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
本
年
度
年
会
費
未
了
の
方
へ

平
成
29
年
度
年
会
費
お
振
り
込
み
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
の
お
振
り

込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
12
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
11
月
、
12
月
、

　

1
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎�

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
32
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎�

第
1
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅰ

◎
平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
一
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
二
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎�

大
気
イ
オ
ン
生
命
体
と
し
て
の
ラ
ビ

ッ
ト
・
オ
ー
ブ
に
つ
い
て

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　
　

匿　

名　
　

様

金
二
万
円
也　
　
　
　

匿　

名　
　

様

金
五
四
六
六
円
也　

吉
田　

一
美　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
点
穴
武
術
気
功
」と
は

―
実
践
気
功
と
人
体
の
関
係
―

　
　
　
　

講
師　

葛
村　

和
弘 

氏
�

（
武
術
気
功
家
）

日
時　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
７
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
29
年
12
月
2
日（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6（
6
4
4
3
）0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※�

11
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
、
会
長
の

河
野
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

空
海
さ
ま
と
七
福
神
が
隠
し
て

伝
え
た
世
界
文
明
の
起
源

　
　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 
氏

日
時　

平
成
30
年
1
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁 

氏

「
思
考
」
が
な
せ
る
こ
と
は
、
生
命

全
体
で
は
小
さ
な
領
域
で
す
。
か
ら
だ

の
内
外
、
生
命
全
体
で
「
感
じ
る
」
と
、

物
事
を
と
ら
え
る
「
意
識
」
が
変
わ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
頭
を
空
に
し
て
、

余
計
な
知
識
を
そ
ぎ
落
と
し
、
無
邪
気

な
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
33
年

前
に
腎
臓
が
ん
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
が
す
べ
て
の
典
型
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
し
た
の
で
、
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

意
識
の
こ
と
と
は
無
縁
の
世
界
に
い
た

で
し
ょ
う
。

感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
時
、
無
条

件
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
時
も
、
意
識
が

変
わ
る
状
態
と
言
え
ま
す
。
無
邪
気
に

な
る
と
、
サ
イ
は
科
学
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
こ
と
も
よ
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
思
考
を
超

え
る
と
知
識
は
私
た
ち
の
中
に
活
き
る

智
慧
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
考
え
る
、

か
ら
感
じ
る
、
へ
変
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
中
心
に
、
私
な
り
の
サ
イ
を
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
寺
山
心
一
翁
先
生
は
ご
自
身
で
が
ん

を
克
服
さ
れ
、
病
を
癒
す
過
程
で
気
づ

い
た
多
く
の
智
慧
は
、
人
生
に
起
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
す
る
鍵
と
な

り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
自
分
へ

の
気
づ
き
を
深
め
、
心
の
扉
を
開
い
て

い
く
と
、
ハ
ッ
と
す
る
瞬
間
が
訪
れ
て
、

あ
な
た
の
人
生
が
光
り
輝
く
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
寺
山
先
生
の
チ
ェ

ロ
の
奏
で
る
音
色
に
癒
さ
れ
る
必
見
の

ご
講
演
で
も
あ
り
ま
す
。
お
友
達
を
誘

わ
れ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
寺
山
心
一
翁
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
有
）
寺
山
心
一
翁
オ
フ
ィ
ス
代
表
、

「
意
識
の
超
越
理
論
」創
案
者
。

1
9
3
6
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
。
東
芝
で
半
導
体
素
子

の
開
発
等
に
従
事
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
独
立
し
、
多
忙
を
極
め
て

い
た
47
才
で
腎
臓
が
ん
を
患
う
。
病
の
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回
復
過
程
で
意
識
の
変
容
を
体
験
し
、

が
ん
が
そ
の
後
治
癒
。
こ
の
経
験
か
ら

意
識
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
以
来
30
年

以
上
愛
用
の
チ
ェ
ロ
を
片
手
に
国
内
外

で
、
意
識
や
自
然
治
癒
に
関
す
る
講
演
、

愛
と
癒
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
32
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
：
宇
宙
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

日
時　

平
成
29
年
12
月
3
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

今
回
の
テ
ー
マ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

★
分
科
会
設
立
趣
旨

個
人
の
運
命
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」の
診
断
に
優
れ

た「
西
洋
占
星
学
」の
基
礎
か
ら
、
将
来

は
応
用
ま
で
紹
介
し
、
有
名
人
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
し
た
り
、
星
の
動
き
か

ら
時
代
の
流
れ
の
読
み
方
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。

将
来
的
に
は
才
能
診
断
に
最
適
な
先

進
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
も
紹
介
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
個
人
診
断
、
チ
ャ

ー
ト
の
統
計
的
解
析
も
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
占
星
学
等
で
自
分
の
本
質
を

知
っ
た
上
で
、
宿
命
論
的
な
運
命
学
で

は
な
く
、
P
K
・
E
S
P
の
使
い
方
も

含
め
た「
運
命
創
造
学
」を
皆
さ
ん
か
ら

の
体
験
も
含
め
て
、
構
築
し
て
い
き
ま

す
。セ

ミ
ナ
ー
形
式
で
中
国
占
星
学
や
イ

ン
ド
占
星
学
、
タ
ロ
ッ
ト
等
他
の
占
星

学
の
研
究
者
の
発
表
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

※
毎
回
2
名
の
診
断
希
望
者
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
診
断
し
、
参
加
者
全
員
で
、

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
読
み
方
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。（
出
生
時
刻
と
出
生
地
が
分
か

る
と
ベ
ス
ト
で
す
。）

占
い
の
好
き
な
方
、
自
分
の
真
の
本

質
を
知
り
た
い
方
、
自
分
の
運
命
を
変

え
た
い
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★「
波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅
」

　

西
洋
占
星
学
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が「
オ

ギ
ャ
ー
ッ
」と
生
ま
れ
た
瞬
間
の
、
場
の

オ
ー
ラ
波
動
が
ア
ス
ト
ラ
ル
ボ
デ
ィ（
幽

体
）
に
刻
印
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
波
動
が「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天

宮
図
）」や「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
」に
表
現
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
仕
組
み
の
説
明
や
、
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
診
断
の
基
礎
に
つ
い
て
解
説
し
、

自
分
の
真
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
今
生

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
を
知
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
才
能
発
見
育
成
研
究
所
オ
リ

ジ
ナ
ル
の「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」を
お
渡

し
て
解
説
し
、
Ｐ
Ｋ（
念
動
力
）、
Ｅ
Ｓ

Ｐ（
テ
レ
パ
シ
ー
、
透
視
、
予
知
等
）能

力
の
養
成
も
含
め
て
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
新
た
な
運
命
創

造
の
旅
を
始
め
ま
す
。

�

（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

日
時　

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円



※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅰ

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
28
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
29
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
6
7
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

23
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

49
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
4
4
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
40
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
17
回
の
例
会
・
分

科
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
28
年

4�

月
9
日
（
土
）
沖
田
祐
美
子
「
神
々

の
謎
」

5�

月
14
日
（
土
）
河
野
貴
美
子
「
意
識
、

無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力
を
脳
の
観

点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き
る
か
?
」

6�

月
26
日
（
日
）
エ
ス
パ
ー
・
小
林

「『
運
』が
つ
く
人
、『
霊
』が
憑
く
人
」

7�

月
9
日
（
土
）
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会

9�

月
10
日
（
土
）
志
賀
一
雅
「
7.8‌

Hz
の

ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

10�

月
16
日
（
日
）
創
立
40
周
年
記
念
大

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球

外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人

（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

12�

月
10
日
（
土
）
藤
枝
伸
二
「
藤
枝
流

健
康
増
進
法
」

平
成
29
年

2�

月
19
日
（
土
）
秋
山
佳
胤
「
私
た
ち

の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、
波
動

的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津　

淳
）

2
0
1
6
年

7�

月
30
日
（
土
）
第
28
回
「
第
10
回
U�

F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
4
日
（
日
）
第
29
回
「
第
4
回
異

能
科
学
会
議
」

2
0
1
7
年

3�

月
26
日
（
日
）
第
30
回
「
第
9
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
　
　
　
（
世
話
役　

小
林　

信
正
）

2
0
1
6
年

4�

月
24
日
（
日
）
第
4
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

11�

月
20
日
（
日
）
第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

●
分
科
会 

気
づ
き

　
　
　
　
（
世
話
役　

浪
平　

博
人
）

2
0
1
6
年

9
月
24
日（
土
）第
1
回
分
科
会 

気
づ
き

12
月
18
日（
日
）第
2
回
分
科
会 

気
づ
き

2
0
1
7
年

1
月
15
日（
日
）第
3
回
分
科
会 

気
づ
き

3
月
5
日（
日
）第
4
回
分
科
会 

気
づ
き

3�

．
通
常
総
会　

平
成
28
年
6
月
26
日

北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

平
成
28
年
6
月
26
日

北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
0
0
回
～
第

2
0
5
回
）を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
12
月
、
2
月
と
6
回
開
催
し

た
。

6�

．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
38
巻

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
2
7
号

か
ら
第
4
3
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
29
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
15
日
（
日
）
に
第
26
回
全
国
大

会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
A‌

I

を
乗
り
越
え
る
の
は
? A

I

［
人
工

知
能
］vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」）を
開

催
す
る
。

・�

定
例
会
を
6
回（
4
、
6
、
7
、
9
、

　

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

　

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
1

回（
11
月
）開
催
す
る
。

・�

分
科
会 

気
づ
き
を
適
宜
開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

● ❹●



○
活
動
方
針
と
し
て

・��
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
28
年

4
月
9
日　

第
2
0
6
回
研
究
会
総
会

＊�

平
成
27
年
度
事
業
報
告
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画

＊�「
血
液
の
浄
化
が
難
病
を
癒
す
。（
自

分
の
潜
在
意
識
の
記
憶
が
病
を
生
む

原
因
で
あ
る
）
―
精
神
の
安
定
、
食

べ
物
の
内
容
と
量
、
適
当
な
運
動
の

恒
常
化
―
」宮
田 

信

6
月
11
日　

第
2
0
7
回
研
究
会

＊�「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
質
問
し
答
え

を
受
け
取
る
装
置
」佐
佐
木 

康
二

8
月
13
日　

第
2
0
8
回
研
究
会

＊�「
ハ
イ
ア
ー
セ
ル
フ
が
認
め
る
金
運

ア
ッ
プ
法
」 

佐
佐
木 

康
二

10
月
8
日　

第
2
0
9
回
研
究
会

＊�「
サ
イ
・
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

真
の
サ
イ
能
力
発
現
実
感
」 

佐
佐
木 

康
二

12
月
10
日　

第
2
1
0
回
研
究
会

＊�「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
か
ら
み
た
霊
能

と
お
金
の
対
立
」 
佐
佐
木 

康
二

平
成
29
年

2
月
11
日　

第
2
1
1
回
研
究
会

＊�「
意
識
を
高
次
元
に
保
て
ば
真
の
サ

イ
能
力
が
発
揮
さ
れ
る　

―
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
振
動
」佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
（
福

来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
（
福
来
心

理
学
研
究
所
と
共
催
）

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

 

眞
野　

博
英

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
29
年
3
月
25
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
30
年
3
月
24
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年
2
月
26
日（
日
）

「
意
念
と
物
質
の
関
係
に
つ
い
て
」

●❺ ●



講
師　

�

清
田 

益
章（
ス
プ
ー
ン
曲
げ
超

能
力
と「
お
の
り
」）

　
　
　

�
佐
藤 

禎
花（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

健
康
科
学
研
究
所 

代
表
・
日

本
サ
イ
科
学
会 

理
事
）

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

9
月
予
定
。（
内
容
、
詳
細
は
未
定
・

計
画
中
）

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
28
年

9
月
11
日
（
日
）
藤
本
満
正
「
私
の
世

界
」

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

平
成
29
年

7
月
2
日（
日
）小
林
信
正

橋
本
和
哉

11
月
5
日（
日
）研
究
集
会

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
平
成
28
年

度
事
業
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
次
号
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の

　
　
　
　

講
師　

小 

林  　

敦 

氏

●
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
始
ま
り

2
0
1
2
年
11
月
、
私
は
ち
ょ
っ
と

特
殊
な
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
例

え
ば
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
セ
ラ
ピ
ー
も
一
種
の
誘

導
催
眠
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
過
去
の

記
憶
に
退
行
す
る
の
で
は
な
く
、
意
識

の
次
元
を
徐
々
に
上
げ
て
い
き
、
最
終

的
に
は
守
護
霊
な
ど
の
高
次
元
存
在
と

つ
な
が
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
得
る
、
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
し
た
。
今
考
え
る

と
、
ど
う
や
ら
初
め
か
ら
あ
る
種
の
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
を
目
指
す
セ
ラ
ピ
ー
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

私
は
最
終
的
に
、
ふ
と
気
が
つ
く
と

宇
宙
船
の
よ
う
な
も
の
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
丸
い
窓
の
向
こ
う
に
地
球
が
見

え
て
い
ま
し
た
。
横
を
見
る
と
、
ワ
タ

リ
ガ
ニ
の
よ
う
な
輪
郭
に
ア
ー
モ
ン
ド

型
の
巨
大
な
目
、
口
は
猛
禽
類
の
嘴
の

よ
う
な
宇
宙
人
が
い
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
は
そ
の
宇
宙
人
の
方
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
、
見
知

ら
ぬ
地
球
人
が
突
然
自
分
の
宇
宙
船
の

中
に
現
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
こ
か
ら
会
話
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
宇
宙
人
は
「
ラ
ム
ジ
ー
」

と
名
乗
り
、
プ
レ
ア
デ
ス
の
星
か
ら
、

地
球
監
視
役
と
し
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ど
う
や
ら
地
球
人
は
今
、

非
常
に
際
ど
い
状
態
に
あ
る
よ
う
な
の

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
四
日
後
、
朝
目
が
覚
め
た

瞬
間
に
、
突
然
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の
声
が

聴
こ
え
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、

三
年
間
に
わ
た
る
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
と
、
私
は
や

は
り
プ
レ
ア
デ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地

球
先
遣
隊
の
一
員
で
あ
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
一
向
に
報
告
が
上
が
っ
て
こ
な

い
の
で
、
そ
れ
も
含
め
て
地
球（
人
類
）

の
現
状
を
調
査
に
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
こ
か
ら
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
あ

る
種
の「
啓
蒙
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

●�
人
間
の
葛
藤
の
堆
積
が
人
類
を
窮
地

に
陥
れ
て
い
る

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
曰
く
。

「
今
準
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
意
識
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
で
す
。

今
、
あ
な
た
た
ち
の
世
界
で
は
、
無

意
識
が
優
位
に
立
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
た
ち
は
、
無
意
識
に
動
か
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
無
意
識
に
あ
る
も
の
を
意

識
に
昇
ら
せ
、
意
識
を
優
位
に
立
た
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
葛
藤
が
ど
ん
ど
ん
昇
華
さ
れ
て
い

く
の
で
す
。

無
意
識
と
い
う
も
の
が
す
べ
て
意
識

の
領
域
に
変
換
さ
れ
、
葛
藤
と
い
う
も

の
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
状
態
を
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
問
い
を
投
げ

か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
答
え
は
、
個
で

あ
る
と
同
時
に
全
体
で
す
。
個
人
的
な

問
い
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
と
同
時
に

普
遍
的
な
問
題
の
答
え
で
も
あ
り
ま

す
。」よ

く
「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
す
が
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の

言
う
「
意
識
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」

も
、
人
間
の
意
識
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
次

の
状
態
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
人
類
は
今
ま
さ
に
そ

う
し
た
移
行
期
に
入
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

私
は
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
、
究
極
の
質

問
と
も
思
え
る
も
の
を
投
げ
か
け
て
み

● ❻●



ま
し
た
。

「
人
間
は
な
ぜ
、
戦
争
を
起
こ
し
て
互

い
に
殺
し
合
い
、
支
配
と
被
支
配
（
社

会
格
差
）
の
構
図
を
作
り
、
地
球
に
対

し
て
も
破
壊
的
な
振
る
舞
い
を
繰
り
返

し
て
い
る
の
で
す
か
?
」

そ
れ
に
対
す
る
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の
答

え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

「
あ
な
た
た
ち
の
中
に
、
大
き
な
葛
藤

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
葛
藤
は
、
あ
な
た
た
ち
の
意
識

の
進
化
と
と
も
に
増
え
て
い
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
通
常
は
、
大
き
な

葛
藤
が
生
じ
た
ら
、
そ
れ
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
意
識
は
次
の
段
階
に
進

化
し
ま
す
が
、
あ
な
た
た
ち
は
葛
藤
の

統
合
を
す
っ
か
り
棚
上
げ
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ら
の
葛
藤

は
、
古
い
も
の
の
上
に
新
し
い
も
の
が

積
み
重
な
る
と
い
う
か
た
ち
で
溜
め
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
宿
題
を
溜

め
た
ま
ま
進
級
し
よ
う
と
す
る
と
、
ひ

ず
み
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
ひ
ず
み
は
今
、

非
常
に
危
険
な
状
態
に
ま
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
ま
で
発
展
し

か
ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
た
ち
が
今
ま
で
積
み
重
ね
て

き
て
し
ま
っ
た
人
類
共
通
の
葛
藤
の
見

取
り
図
を
作
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

そ
れ
は
い
わ
ば
葛
藤
の
履
歴
書
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
た
ど
っ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
あ
な
た
た
ち
が
最
初
に
抱
い

た
そ
も
そ
も
の
葛
藤
、
い
わ
ば
人
類
最

古
の
葛
藤
の
原
点
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ

れ
を
統
合
で
き
る
な
ら
、
宿
題
は
一
挙

に
片
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

な
ら
ば
ご
一
緒
に
、
人
類
最
古
の
葛

藤
の
原
点
に
ま
で
遡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も「
葛
藤
」と
は
何
で
し
ょ
う
?

選
択
肢
A
と
B
の
間
で
揺
れ
動
き
、

結
論
が
出
な
い
状
態
と
言
っ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
き
の
選
択
肢
A

と
B
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
ま
っ
た

く
正
反
対
の
概
念
で
す
。
ハ
ム
レ
ッ
ト

が「
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
」
と

悩
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
選
択
肢
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
あ

る
い
は
見
せ
か
け
の
A
と
B
の
間
で
発

生
す
る
葛
藤
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
の
正
体
の
は
っ
き
り
し
な
い
葛

藤
の
方
が
や
っ
か
い
で
す
。
本
人
は
、

自
分
が
葛
藤
の
最
中
に
い
る
こ
と
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
の
で
す
。

例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
実
話

で
す
。

一
人
の
女
性
が
、
あ
る
心
理
療
法
を

受
け
る
た
め
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
も
と
を

訪
れ
ま
す
。
や
が
て
彼
女
は
、
知
的
で

優
し
い
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
し
か
も
綺
麗
な

ブ
ル
ー
の
瞳
）
に
好
意
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
彼
女
は
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
誕
生
日
に
綺
麗
な
ブ
ル
ー
の
ネ
ク

タ
イ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
は
、
あ
な
た
の
瞳
の

色
と
同
じ
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ

リ
だ
と
思
っ
て
選
び
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
、
そ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
目

は
茶
色
だ
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
セ
ラ

ピ
ス
ト
は
、
鏡
を
持
っ
て
き
て
彼
女
の

目
の
前
に
差
し
出
し
て
言
い
ま
す
。

「
さ
あ
、
よ
く
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

綺
麗
な
ブ
ル
ー
の
目
な
の
は
、
あ
な
た

で
す
よ
」

さ
て
、
こ
の
青
い
瞳
の
女
性
に
何
が

起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
?

彼
女
は
、
人
に
自
慢
し
て
い
い
よ
う

な
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
さ
え
、
自
分

に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
青
い
瞳
の
人
を
見
る
た
び
、
彼

女
は
そ
の
人
を
羨
望
の
眼
差
し
で
見
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
青
い
瞳
に
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、
鏡
に
映
っ
た

自
分
の
姿
さ
え
か
す
ん
だ
り
歪
ん
だ
り

し
て
見
え
ま
す
。
一
種
の
自
己
不
信
感

も
加
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
何
事
に

も
引
っ
込
み
思
案
で
、
人
生
に
前
向
き

に
な
れ
な
い
と
い
っ
た
事
態
に
も
発
展

し
、
そ
う
し
た
症
状
が
嵩
じ
る
と
、
し

ま
い
に
は
人
の
視
線
が
自
分
に
突
き
刺

さ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
り
、
誰
か

が
自
分
の
そ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側

面
を
噂
し
、
非
難
し
た
り
見
下
し
た
り

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

●
影
の
投
影

心
理
学
や
精
神
分
析
の
伝
統
の
中
で
、

異
口
同
音
に
語
ら
れ
て
い
る
人
間
の
心

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
、
人
間
の
自
我
は

●❼ ●



大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は「
仮
面（
ペ

ル
ソ
ナ
）」
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、
こ
れ

は
地
球
で
言
う
と
、
太
陽
の
光
が
当
た

っ
た「
昼
」の
部
分
で
す
。
も
う
ひ
と
つ

は「
影（
シ
ャ
ド
ー
）」で
、
ま
さ
に
地
球

の
裏
側
、
太
陽
の
影
に
な
っ
た「
夜
」の

部
分
で
す
。

「
仮
面
」
は
、
普
段
他
人
に
見
せ
て
い

る
自
分
、
そ
れ
が
自
分
の
す
べ
て
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
自
分
、
そ
の
よ
う
に

人
か
ら
見
ら
れ
て
い
れ
ば
都
合
が
い
い

と
思
い
込
ん
で
い
る
自
分
、
常
識
や
社

会
通
念
に
合
致
し
て
い
る
自
分
で
す
。

一
方「
影
」は
、
仮
面
と
は
真
逆
の
概
念

で
、
仮
面
と
対
立
関
係
に
あ
る
自
分
、

自
分
に
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
性

格
・
感
情
・
欲
望
、
し
ば
し
ば
非
常
識

で
不
道
徳
な
自
分
の
側
面
を
表
し
ま

す
。
ま
さ
に
自
分
の「
夜
」の
部
分
で
す
。

「
仮
面
」
の
対
立
概
念
で
あ
る
「
影
」

も
、
確
か
に
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
し

っ
か
り
本
人
に
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
何
の
問
題
も
起
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
人
間
は
、
常
識
や
社
会
通
念
に
合
致

し
て
い
る
自
分
が
自
分
の
す
べ
て
で
あ

る
と
思
っ
た
方
が
都
合
が
い
い
わ
け
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
社
会
的
な
都

合
と
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
「
影
」
の

部
分
は
、
徐
々
に
自
分
の
一
部
と
は
認

識
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
人
は
自
分
の
影
を
自
分
か
ら
（
便

宜
上
）
切
り
離
し
て
し
ま
い
、
外
部
の

何
か
（
人
あ
る
い
は
出
来
事
な
ど
）
に

投
影
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
い
瞳
の
女
性
の
例
で
言
え
ば
、
な

ぜ
自
分
の
瞳
が
青
で
な
い
と
信
じ
た
方

が
都
合
が
い
い
と
思
っ
た
か
は
と
も
か

く
（
見
た
目
で
人
を
判
断
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
す
り
込
み
が
あ
っ
た
?
）、

そ
う
し
た
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

が
自
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め

ら
れ
ず
、
そ
れ
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
い
う

自
分
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在
に
映
し

出
し
て
見
て
い
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
が「
影
の
投
影
」
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
す
。
自
分
の
影
を
ど
れ
だ
け
外

部
に
投
影
し
よ
う
が
、
そ
の
影
が
消
え

て
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
人
は
自
分
の
影
が
自
分
め
が
け

て
襲
い
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
始

め
、
そ
れ
が
具
体
的
な
症
状
と
な
っ
て

現
れ
ま
す
。
具
体
的
な
投
影
対
象
を
持

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
な
り
事
象

な
り
が
、
本
当
に
自
分
に
強
迫
的
な
働

き
か
け
を
し
て
く
る
と
い
う
妄
想
に
陥

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
じ
っ
さ
い
、
他

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
動
に
過
剰
反
応

す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
投
影
対
象
を

持
た
な
い
投
影
の
場
合
は
、
漠
然
と
し

た
幻
覚
・
幻
聴
な
ど
に
襲
わ
れ
る
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
ま
す
。

い
っ
た
ん
症
状
が
出
る
と
、
人
は
そ

の
症
状
が
消
え
て
ほ
し
い
と
願
う
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
症
状
に
し
が
み
つ
く
と
い

っ
た
現
象
が
現
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
本

人
は
、
外
部
に
投
影
し
た
影
が
、
も
と

も
と
は
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
め
た
く
な
い
わ
け
で
、
症
状
が

出
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
外
部
か
ら
の

働
き
か
け
だ
か
ら
で
あ
り
、
影
が
自
分

の
一
部
で
は
な
い
と
い
う
偽
装
工
作
を

正
当
化
し
て
く
れ
る
証
し
と
な
る
か
ら

で
す
。
つ
ま
り
、
投
影
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
も
っ
と
投
影
し
た
く
な
る
の
で
す
。

自
分
の
身
近
に
適
当
な
投
影
対
象
が
見

つ
か
ら
な
い
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
必

死
で
探
し
回
る
、
と
い
っ
た
こ
と
さ
え

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

事
態
は
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

も
っ
と
深
刻
な
事
態
が
発
生
し
ま
す
。

「
相
互
投
影
」と
い
う
現
象
で
す
。

例
え
ば
青
い
瞳
の
女
性
の
場
合
、「
誰

か
が
私
を
見
下
し
、
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
」

と
い
う
投
影
を
外
部
に
仕
掛
け
て
い
る

と
し
ま
す
。
こ
う
い
う
人
が
、「
誰
か
が

私
に
説
教
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
影
の
投
影
を
外
部
に
仕
掛
け
て
い
る

人
物
と
出
会
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
い
つ
も
自
信
が
な
く
お
ど
お
ど
し

て
い
る
青
い
瞳
の
女
性
を
つ
か
ま
え
て
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
正
真
正
銘
の
説
教
が

始
ま
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。「
そ
ん
な

調
子
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
ダ
メ
な
の
よ
」

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

こ
こ
で
、
不
幸
な
心
の
需
要
と
供
給

の
関
係
が
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。
青

い
瞳
の
女
性
の
方
は
、「
や
っ
ぱ
り
、
こ

こ
に
も
私
を
見
下
し
、
あ
ざ
笑
う
人
が

い
る
で
は
な
い
か
」と
い
う
具
合
に
、
自

分
の
影
の
投
影
を
正
当
化
す
る
証
拠
を

相
手
に
見
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
て
、
新
た
な
投
影
対
象
を
見
出
す

こ
と
で
、
こ
の
女
性
の
影
の
投
影
は
さ

ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の「
影
の
投
影
」は
、
誰
の
身
に
も

日
常
的
に
起
こ
り
得
ま
す
。
恋
人
、
夫

婦
、
親
子
、
兄
弟
な
ど
、
親
し
い
間
柄

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
相
互
投
影
し
や

す
い
と
い
う
傾
向
も
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
影
の
投

影
は
、
誰
か
が
自
分
を
攻
撃
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
自
分
の
首
を
絞

め
て「
苦
し
い
、
誰
か
助
け
て
!
」と
言

っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ

れ
に
気
づ
き
さ
え
す
れ
ば
、
人
は
そ
の

手
を
離
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
瞬
間
に
痛

み（
症
状
）は
消
え
ま
す
。
自
分
の
目
は

青
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
女
性

● ❽●



が
、
鏡
を
見
せ
ら
れ
た
瞬
間
で
す
。
い

わ
ゆ
る「
魔
女
狩
り
」だ
と
か
、
ナ
チ
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
だ
と
か
、
白
人
至

上
主
義
者
に
よ
る
黒
人
へ
の
攻
撃
と
い

っ
た
社
会
現
象
は
、
こ
の「
影
の
投
影
」

が
集
団
的
に
起
こ
っ
た
例
と
し
て
説
明

で
き
る
で
し
ょ
う
。

●�

人
間
の
魂
が
肉
体
に
宿
っ
た
瞬
間
に

起
き
た
こ
と

問
題
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
い
よ
い
よ
、

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
に
遡
り
ま

す
。
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た

こ
と
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
衝
撃
的
で

人
類
全
体
の
深
層
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、

「
人
類
は
、
誰
一
人
例
外
な
く
そ
の
魂
が

宇
宙
か
ら
地
球
に
や
っ
て
き
て
い
る
」と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魂
に
よ
っ
て
個
別
性
は
あ
る
も

の
の
、
総
じ
て
言
う
と「
壮
大
な
生
命

の
実
験
」だ
そ
う
で
す
。

宇
宙
を
起
源
と
す
る
魂
が
、
あ
る
と

き
地
球
に
集
ま
り
「
地
球
ツ
ア
ー
」
を

始
め
ま
す
。
魂
た
ち
は
地
球
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
循
環
に
乗
り
、
期
限
付
き
の
肉
体

に
宿
り
ま
し
た
。
肉
体
の
期
限
は
、
魂

の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
短
す
ぎ
る

た
め
、
魂
た
ち
は
地
球
で
転
生
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
そ
う
し
た
転
生

の
理
由
、
地
球
ツ
ア
ー
の
目
的
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
す
。
人
間
に
何
が
起

こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

人
間
は
生
ま
れ
落
ち
た（
魂
が
肉
体

に
宿
っ
た
）瞬
間
か
ら
、
激
し
い
五
感
の

洗
礼
を
浴
び
ま
す
。
地
球
は
美
し
い
星

で
す
が
、
同
時
に
天
敵（
捕
食
者
）に
襲

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
過
酷
な
サ
バ
イ

バ
ル
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
五
感
は

地
球
の
美
し
さ
を
存
分
に
味
わ
う
道
具

で
あ
る
と
同
時
に
、
生
き
抜
く
た
め
の

重
要
な
道
具
と
も
な
り
ま
し
た
。
人
間

は
す
っ
か
り
五
感
に
よ
る
認
知
に
偏
重

し
て
い
き
、
五
感
は
ま
す
ま
す
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
人

間
の
認
知
機
能
は
五
感
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
六
感
、
第
七
感
、

第
八
感
・
・
・
。
五
感
と
は
別
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
五
感
を
包
括
し
統
合
す

る
位
置
づ
け
に
あ
る
そ
う
し
た
上
位
の

感
覚
、
い
わ
ば「
宇
宙
感
覚
」「
多
次
元

感
覚
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
認
知
機
能
は
、

無
意
識
の
中
に
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
あ
る
の
に
な
い
」

こ
と
に
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
抑
圧
し
て
も
、

そ
れ
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
抑
圧
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

そ
れ
は
強
迫
的
な
か
た
ち
で
、
私
た
ち

に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

五
感
を
超
え
る
認
知
機
能
に
対
す
る

「
集
団
的
な
影
の
投
影
」
が
起
き
た
の
で

す
。
こ
の
投
影
の
症
状
は
こ
ん
な
感
じ

で
し
ょ
う
か
。

「
誰
か
が
霊
的
な
（
目
に
見
え
な
い
）

パ
ワ
ー
で
私
た
ち
を
支
配
す
る
。
私
た

ち
は
そ
れ
に
抵
抗
で
き
な
い
。」

投
影
が
起
き
て
い
る
以
上
、
投
影
対

象
が
激
し
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と

し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
あ
る
種
の
権
力

者
・
支
配
者
で
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た

ち
の
代
わ
り
に
こ
の
世
を
救
済
し
て
く

れ
そ
う
な
人
物
、
神
の
化
身
・
代
理
人

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
人
物
で
す
。

こ
う
し
た
投
影
対
象
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
描
く
な
ら
、
こ
ん
な
感
じ
で
し
ょ

う
か
。

○
凡
人
に
は
な
い
特
別
な
力
を
持
つ
。

○�

カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
、
常
識
で
は
で

き
そ
う
も
な
い
こ
と
を
軽
々
と
成
し

遂
げ
て
し
ま
う
。

○�

強
大
な
権
力
、
財
力
、
能
力
な
ど
を

持
つ
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
王
族
、
政
治
家
、

軍
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
芸
能
人
、
学

者
、
霊
能
者
、
預
言
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
功
者
と
い
っ
た
人
た
ち
が
投
影
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
人
間
で

は
な
い
超
越
的
存
在
が
投
影
対
象
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

悪
魔
や
怪
物
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
実

は
、
神
と
悪
魔
は
起
源
が
同
じ
な
の
で

す
。
神
は
「
昼
」
を
代
表
し
、
悪
魔
は

「
夜
」
を
代
表
す
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け

の
違
い
で
す
。

権
力
者
・
支
配
者
が
強
力
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
民
衆
は
霊
的
な
パ
ワ
ー
を

激
し
く
彼
ら
に
投
影
し
、「
支
配
―
被

支
配
」の
構
図
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
投
影
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
も
っ
と
投
影
し
た
く

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
私
た
ち
は
も
と
も

と
自
分
の
一
部
だ
っ
た
も
の
を
羨
望
の

眼
差
し
で
見
詰
め
、
崇
め
奉
り
、
媚
び

へ
つ
ら
い
、
か
し
づ
き
、
と
き
に
横
暴

だ
と
文
句
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

権
力
者
・
支
配
者
は
ま
す
ま
す
エ
ゴ

を
増
大
さ
せ
、
格
差
の
溝
は
ま
す
ま
す

広
が
り
、
民
衆
は
ど
ん
ど
ん
自
ら
を「
家

畜
」
に
貶
め
て
い
き
ま
す
。
戦
争
を
起

こ
し
、
貧
困
を
生
み
、
地
球
環
境
を
破

壊
し
て
い
る
の
は
、
ご
く
一
部
の
特
権

階
級
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
階
級
制
そ

の
も
の
を
助
長
し
、
そ
れ
に
パ
ワ
ー
を

与
え
て
い
る
の
は
私
た
ち
一
般
大
衆
な

の
で
す
。

も
う
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
で
す
。
お
そ

●❾ ●



ら
く
こ
の
状
況
は
、
文
明
の
曙
以
来
続

い
て
い
ま
す
。

●
集
団
投
影
へ
の
対
処

こ
れ
が
集
団
的
な
影
の
投
影
で
あ
る

限
り
、
そ
の
症
状
へ
の
処
方
は
単
純
で

す
。
権
力
者
や
支
配
者
に
投
影
し
て
し

ま
っ
て
い
る
強
力
な
霊
的
パ
ワ
ー
は
、

本
来
自
分
た
ち
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
い
い
だ

け
の
話
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
で
自

分
の
首
を
絞
め
、「
苦
し
い
」
と
嘆
き
、

そ
う
し
た
捻
じ
曲
が
っ
た
意
識
状
態
が

現
状
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

け
ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
が
「
意
識
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」
の
第
一
段
階
で

も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
「
霊
的
な
パ

ワ
ー
」と
は
、
必
ず
し
も「
超
能
力
」な

ど
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
パ
ワ
ー
を
個
人
が

発
揮
す
る
か
し
な
い
か
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
投
影
し
て
し
ま
っ
た
影
を
再

び
自
分
に
統
合
で
き
る
か
ど
う
か
が
問

題
な
の
で
す
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
霊

的
な
パ
ワ
ー
と
は
、
物
理
的
・
社
会
的

な
パ
ワ
ー
（
身
体
能
力
や
財
力
、
権
力

な
ど
）
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
対

立
す
る
二
つ
の
も
の
を
統
合
す
る
力
な

の
で
す
。

「
あ
な
た
た
ち
の
信
仰
心
は
、
魂
の
故

郷
に
対
す
る
望
郷
の
念
な
の
で
す
。
つ

ま
り
、
あ
な
た
た
ち
の
信
仰
の
対
象
は
、

常
に
自
分
の
魂
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
宗
教
的
偶
像
と
は
、
あ
な
た

た
ち
自
身
で
す
。」（
ラ
ム
ジ
ー
）

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
と
と
も
に
、
今
私
が

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
し
て
い
る
宇
宙
存
在
の

一
人（
三
つ
の
巨
大
な
目
を
持
つ
女
神
）

サ
ラ
さ
ん
は
、
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

『
対
象
と
の
究
極
の
関
係
性
と
は「
ア

イ
」な
の
で
す
。「（
ア
）合
図
」と「（
イ
）

息
吹
」、
つ
ま
り
三
次
元
の
生
命
体
で
あ

る
あ
な
た
た
ち
の
中
に
、
創
造
主
の
意

図
が
現
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。（
中

略
）あ

な
た
た
ち
と
地
球
と
の
相
互
作
用

の
結
果
は
、
随
時
報
告
さ
れ
記
録
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
な
た
た
ち

は
、
相
互
作
用
の
対
象
か
ら
自
ら
を
分

離
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
報

告
相
手
で
あ
る
宇
宙
意
識
か
ら
も
分
離

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。』

最
後
に
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
か
ら
皆
様

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
あ
な
た
た
ち
を
見
て
い

ま
す
。

地
球
は
、
美
し
い
星
で
す
。

あ
な
た
た
ち
の
魂
は
、
地
球
を
選
ん
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

地
球
の
美
し
さ
を
も
っ
と
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

地
球
は
、
あ
な
た
た
ち
の
肉
体
で
す
。

あ
な
た
た
ち
の
魂
は
宇
宙
に
あ
っ
て
、

地
球
を
管
理
し
て
い
る
の
で
す
。

あ
な
た
た
ち
は
、
い
つ
で
も
私
た
ち
と

繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
友
だ
ち
で
す
。」

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

夢
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義（
続
き
）

　
　
　
　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

●�

悪
夢
と
は
自
分
の
根
源
か
ら
や
っ
て

く
る
恩
恵

確
か
に
人
は
、
夢
日
記
を
つ
け
な
く

て
も
、
自
己
分
析
を
し
な
く
て
も
、
特

に
日
々
大
き
な
革
命
を
起
こ
さ
な
く
て

も
、
そ
こ
そ
こ
生
き
て
い
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
済
ま
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰
の
人
生

に
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、「
な
か
っ
た

こ
と
に
す
る
」
自
由
も
人
間
に
は
あ
る

わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
う
と
き

は
悪
夢
が
出
て
来
ま
す
。
で
も
悪
夢
が

恩
恵
な
の
で
す
。
夢
を
作
り
出
し
て
い

る
源
と
い
う
の
は
、「
平
凡
な
夢
と
か
、

気
分
の
よ
い
夢
で
は
、
こ
い
つ
は
変
わ

ら
な
い
な
」
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
い

る
の
で
す
。
だ
か
ら
「
気
持
ち
の
悪
い

夢
と
か
強
烈
な
夢
と
か
、
い
わ
ゆ
る
悪

夢
だ
っ
た
ら
、
こ
の
人
は
覚
え
て
い
て

く
れ
て
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
い
気
持
ち

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
そ
こ
が
夢
を
作

り
出
し
て
い
る
源
の
狙
い
で
あ
り
、
優

し
さ
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
悪
夢
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
緊
急
度
が
高
い
重
要
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
悪
夢
を
黙
殺
し
よ
う
と
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
手
を
変
え
品
を
変

え
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
の
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
人
間
の
「
そ
の
人
を
そ
の
人
た

ら
し
め
て
い
る
根
源
」
は
、
そ
の
人
に

重
要
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
、

そ
の
人
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

● �●



●�「
自
分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き

合
う
べ
し
」

あ
る
三
十
代
の
女
性
で
す
が
、
黒
い

影
が
自
分
の
勉
強
部
屋
の
ド
ア
の
隙
間

か
ら
じ
っ
と
見
て
い
る
、
と
い
う
悪
夢

を
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
繰
り
返
し
見
て

い
て
、
私
と
出
会
っ
た
と
き
は
、
精
神

疾
患
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

彼
女
自
身
が
そ
の
夢
を
読
み
解
け
る
よ

う
に
、
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
や
り
方
を

教
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
怯
え
て

い
た
黒
い
影
と
い
う
の
は
、
彼
女
を
ず

っ
と
小
さ
い
頃
か
ら
見
守
っ
て
い
た
お

祖
母
様
だ
と
い
う
こ
と
に
、
自
分
で
気

づ
い
た
の
で
す
。

そ
の
人
は
、
う
つ
状
態
で
、
職
場
も

辞
め
て
し
ま
っ
て
い
て
、
一
歩
も
外
に

出
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、

「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
こ

ん
な
ふ
う
に
私
は
変
わ
れ
た
」
と
い
う

体
験
記
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
、
今
ビ
ジ
ネ
ス

系
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
な
っ
て
い
て
、

人
前
で
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
の
一
つ
に「
自

分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き
合
え
。

向
き
合
っ
て『
お
前
は
誰
だ
』
と
聞
け
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
答

え
て
く
れ
な
い
の
で
す
が
、
最
終
的
に

は
そ
の
本
人
が「
そ
う
だ
っ
た
の
か
!
」

と
、「
追
い
か
け
て
く
る
も
の
を
、
こ
ん

な
思
い
込
み
で
見
て
い
た
の
か
」と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
に
、
大
変
な
変

容
が
起
き
ま
す
。

●�

夢
の
中
の
敵
と
戦
っ
て
戦
利
品
を
得

る
こ
と

自
分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き
合

う
と
き
に
、
瞑
想
状
態
に
入
っ
て
、
何

か
に
追
わ
れ
る
夢
の
続
き
を
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
見
て
、
そ
の
相
手
を
叩
き
の
め

し
、
戦
利
品
を
得
る
、
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
。

瞑
想
の
中
で
、
ま
ず
集
め
ら
れ
る
だ

け
の
味
方
を
集
め
ま
す
。
ど
ん
な
味
方

を
呼
ん
で
も
よ
い
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で

も
自
衛
隊
の
一
個
師
団
で
も
よ
い
。
そ

し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
手
に
、

完
膚
な
き
ま
で
に
徹
底
的
に
敵
を
叩
き

潰
す
ま
で
戦
う
わ
け
で
す
。
と
に
か
く

途
中
で
逃
げ
な
い
。
そ
の
後
に
相
手
の

名
前
を
聞
い
て
、
さ
ら
に
「
何
か
戦
利

品
を
よ
こ
せ
!
」
と
言
う
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
思
い
が
け
な
い
答
え
が
返
っ

て
く
る
の
で
す
よ
、
例
え
ば
「
私
は
時

間
で
す
」と
か
。

こ
う
い
う
報
告
を
し
て
く
れ
た
人
が

い
ま
し
た
。「
お
前
は
誰
だ
」
と
聞
い
た

ら
、「
俺
は
お
前
だ
よ
」
と
言
っ
た
と
。

そ
の
人
、
唖
然
と
し
て
い
ま
し
た
け
ど

ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

夢
で
戦
う
と
い
う
と
、「
私
は
戦
い
た

く
な
い
の
で
」と
い
う
人
が
い
ま
す
。
私

の
持
論
で
は「
や
っ
て
か
ら
何
か
言
え
。

や
る
前
に
質
問
す
る
な
」
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、「
ワ
ー
ク
の
中
で
も
戦
う
の
は

と
ん
で
も
な
い
」
と
言
う
も
の
だ
か
ら
、

「
で
は
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」と
・
・
・
。

イ
メ
ー
ジ
の
中
だ
け
で
も
戦
う
こ
と

を
避
け
る
人
は
、
現
実
で
も
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
賭
け
て
戦
う
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
「
自
分
の
中
の
影
と
戦
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
」
と
い
う
ワ
ー
ク
で

す
か
ら
ね
。

そ
れ
で
、
戦
利
品
を
要
求
す
る
と
、

何
か
く
れ
る
わ
け
で
す
。
受
け
取
っ
た

戦
利
品
は
絵
に
描
い
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
は
自
分
が
戦
っ
た
相
手
か
ら
の
贈
り

物
で
す
。
自
分
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た

物
で
す
。
首
狩
り
族
が
「
首
を
飾
る
」

と
い
う
行
為
は
、
自
分
の
力
を
誇
示
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
戦
っ
て
自
分
が

殺
し
た
相
手
の
魂
を
自
分
の
中
に
取
り

込
む
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。
そ
れ
と

同
じ
考
え
方
で
す
ね
。
そ
の
戦
利
品
の

意
味
は
、
あ
と
か
ら
じ
っ
く
り
考
え
れ

ば
い
い
の
で
す
。

●�

姑
を
殺
し
て
埋
め
る
こ
と
で
和
解
す

る現
実
に
私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。
私

は
姑
と
仲
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
義
母
を
恐
れ
て
い
た
の
で
す
。
義

母
は
精
神
的
な
病
で
入
院
し
て
い
た
の

で
す
が
、
私
が
見
舞
い
に
行
く
の
を
、

「
患
者
が
興
奮
す
る
か
ら
」
と
病
院
に
止

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

義
母
を
対
象
に
何
度
も
何
度
も
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
、
い
ろ
ん
な
手

段
で
義
母
を
殺
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
、

●� ●



し
ぶ
と
く
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
の
中
で
も
自
分
の
義
母
を
殺

す
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
に
辛
い
こ
と

な
の
か
と
・
・
・
最
後
に
殺
せ
ま
し
た
。

穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
の
で
す
。

そ
の
ワ
ー
ク
を
や
っ
た
翌
日
に
病
院

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
今
安
定

し
て
い
る
の
で
、
お
見
舞
い
に
来
て
い

い
で
す
よ
」と
言
わ
れ
て
、
お
見
舞
い
に

行
っ
た
ら
、
あ
ん
な
に
怖
か
っ
た
義
母

が
小
さ
な
老
人
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
、
義
母
の
方
も「
よ
く
来
て
く
れ

た
」と
言
っ
て
、
二
人
で
泣
き
な
が
ら
抱

き
合
い
ま
し
た
。
義
母
の
精
神
的
な
病

も
あ
っ
た
の
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
言

動
と
か
が
、
い
か
に
私
の
恐
怖
の
対
象

だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

自
分
が
作
っ
た
敵
な
の
で
、
自
分
か

ら
仲
よ
く
な
れ
る
わ
け
で
す
。

●�

自
分
で
作
っ
た
牢
獄
の
囚
人
に
な
っ

て
い
な
い
か

常
識
と
か
教
育
観
と
か
、
思
い
込
み

の
世
界
で
生
き
る
こ
と
が
安
全
だ
と
す

る
、「
す
り
込
み
」
か
ら
い
か
に
解
放

さ
れ
る
か
、
そ
れ
が「
戦
い
の
ワ
ー
ク
」

の
趣
旨
で
す
。

自
分
で
作
っ
て
い
る
牢
獄
な
の
で
す
。

独
房
に
い
る
囚
人
と
そ
の
囚
人
を
見
張

る
役
目
の
看
守
と
ど
ち
ら
が
不
幸
か
、

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
四
六
時
中
見

張
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
看
守
の

方
が
、
ど
れ
だ
け
精
神
を
病
む
か
。
看

守
の
役
を
自
分
自
身
が
や
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
け
ば
楽
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
人
生
を

生
き
て
よ
い
の
だ
な
」
と
、
ス
ト
ン
と

腑
に
落
ち
る
の
で
す
よ
。
人
に
命
令
さ

れ
た
り
、
人
の
意
見
に
追
従
し
て
生
き

る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
す
ご
く
楽

な
こ
と
な
ん
で
ね
。
楽
な
方
を
動
物
と

し
て
は
選
ぶ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
間
は
何
に
で
も
逃
げ
ま
す
か
ら
、
修

行
に
す
ら
逃
げ
ま
す
。「
修
行
し
て
い
る

自
分
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
安

住
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

よ
く
「
協
調
性
」
と
か
「
対
話
路
線
」

と
か
言
い
ま
す
が
、
対
話
路
線
の
奥
に

隠
し
て
い
る
も
の
を
持
っ
た
ま
ま
対
話

し
て
も
ダ
メ
で
す
。
だ
か
ら
繰
り
返
す

の
で
す
。
何
か
を
変
え
る
の
は
苦
し
い

で
す
け
ど
、
や
る
価
値
は
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。

●�

寝
て
み
る
夢
と
叶
え
る
夢
は
リ
ン
ク

し
て
い
る

寝
て
い
る
と
き
の
夢
を
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク
し
て
、
自
分
が
本
当
に
心
の
底
か

ら
望
ん
で
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
把
握
す
る
と
、
今
ま
で
自
分
が
叶

え
た
い
と
思
っ
て
い
た
夢
が
、
実
は
本

質
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。
だ

け
ど
脱
税
で
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」と

し
ま
す
。
で
は
、
こ
の
人
は
自
分
の
夢

を
叶
え
た
の
か
? 

そ
れ
は
私
に
言
わ
せ

れ
ば「
本
質
的
に
求
め
て
い
た
も
の
は
、

お
金
持
ち
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
て
、

世
間
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ
と
だ
っ
た
」

と
な
り
ま
す
。
よ
い
こ
と
で
あ
れ
悪
い

こ
と
で
あ
れ
、
世
間
か
ら
注
目
を
浴
び

る
こ
と
が
、
こ
の
人
が
い
ち
ば
ん
心
の

奥
底
で
望
ん
で
い
た
こ
と
か
も
し
れ
な

い
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
も

っ
と
事
前
に
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、「
金
儲

け
」
と
い
う「
隠
れ
蓑
」に
隠
れ
た
自
分

の
本
当
の
願
い
に
気
づ
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
そ
う
い
う
人
が
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
人
は
生
育
歴
の
中

で
親
に
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い

う
傷
を
負
っ
た
ま
ま
、
親
を
見
返
す
た

め
に
お
金
を
儲
け
る
、
と
い
う
ふ
う
に

発
想
が
展
開
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
や
る
こ
と
で
、

自
分
の
本
当
に
叶
え
た
い
こ
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
を
知
る
こ

と
で
、
現
実
に
そ
れ
を
叶
え
る
第
一
歩

と
い
う
青
写
真
を
描
け
る
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
足
飛
び
に
そ
こ
へ

行
く
必
要
は
な
い
の
で
、
自
分
が
最
終

的
に
叶
え
た
い
夢
に
行
く
た
め
に
、
小

さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
協
力
者
を
求
め
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
道

筋
が
立
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
夢
を
叶
え
る
と
い
う
と
、
大

き
な
こ
と
で
な
い
と
い
け
な
い
、
み
た

い
な
思
い
込
み
は
返
っ
て
邪
魔
に
な
り

ま
す
。

と
に
か
く
夢
は
、
本
人
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
気
づ
け
よ
」

と
ノ
ッ
ク
し
続
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
ぐ
ら
い
人
の
心
の
奥
底
と
い
う
の

は
熱
心
な
の
で
す
。（
つ
づ
く
）

　
　

 　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
一
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

日
本
文
明
の
元
は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ

ジ
プ
ト
。
そ
の
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
に
突
然
現
れ
た
都
市
文
明
建
設

に
関
わ
っ
た
異
星
人
た
ち
と
は

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 
氏

と
き　
　

平
成
29
年
6
月
17
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
5
3
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
映
画
企
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
映
画
バ
イ
ヤ
ー
。

作
詞
作
曲
家
。
古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
。

30
年
ほ
ど
映
画
や
音
楽
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
が
、
近
年
は
隠
さ
れ
た
日
本

の
古
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
比
較
言
語

学
と
い
う
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
解
明
し

た
結
果
、
日
本
語
の
ベ
ー
ス
が
シ
ュ
メ

ー
ル
語
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
で
で
き
て

い
る
こ
と
が
判
明
。
2
0
1
6
年
、
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
社
よ
り「
日
本
の
始
ま
り

は
シ
ュ
メ
ー
ル
」
を
刊
行
。
2
0
1
7

年
夏
、
そ
の
続
編
と
も
い
え
る
新
刊
を

発
売
予
定
。

ま
た
、
波
動
の
高
い
日
本
古
来
の
和

歌
や
数
え
歌
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、「
コ

ト
ダ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」と
い
う
日
本
発

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
に
発
信
す
べ

く
C
D
制
作
や
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

日
本
の
元
は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ

ト
。
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
の
元
は

ニ
ビ
ル
と
シ
リ
ウ
ス
。
つ
ま
り
、
地
球

の
現
代
文
明
は
宇
宙
の
異
星
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
。

ま
ず
日
本
の
2
大
聖
地
を
比
較
言
語

学
か
ら
検
証
す
る
。

伊
勢
と
出
雲
。
数
年
前
に
ダ
ブ
ル
遷

宮
を
迎
え
た
こ
の
二
大
聖
地
の
地
名
の

発
音
の
な
か
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
が
ひ

そ
ん
で
い
た
。
伊
勢
と
出
雲
と
い
う
漢

字
は
当
て
字
。
そ
こ
か
ら
は
伊
勢
や
出

雲
の
本
来
の
意
味
は
読
み
取
れ
な
い
。

し
か
し
、ISE

、IZU
M

O

と
書
く
と
共

通
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
と
も
にI

か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
や
古

代
エ
ジ
プ
ト
で
は
神
々
を
数
字
を
使
っ

て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
読
む
習
慣
が
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、I

＝
古

代
日
本
の
数
字
の
読
み
方
で
い
け
ば
5

と
い
う
数
字
に
な
る
。
ひ
、
ふ
、
み
、

よ
、
い
の
い
。
つ
ま
り
伊
勢
、
出
雲
と

も
に
5
と
い
う
数
字
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
出
雲
と
い
う
の
は
、I ZU

M
O

。I

は
5
、
つ
ま
り
5
の
神
様
。ZU

M
O

と

い
う
の
は
、ZU

M
A

と
い
う
シ
ュ
メ
ー

ル
語
の
祈
る
と
い
う
こ
と
ば
が
な
ま
っ

た
も
の
。
つ
ま
り
、
出
雲
と
い
う
の
は
、

「
5
の
神
に
祈
る
」と
い
う
地
名
だ
っ
た
。

日
御
碕
の
沖
合
い
で
み
つ
か
っ
た
古

代
の
海
底
神
殿
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の

で
、
こ
の
5
の
神
は
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽

の
運
行
を
司
る
地
上
神
ゲ
ブ
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
古
代
出
雲
で
祭

っ
て
い
た
の
は
エ
ジ
プ
ト
の
神
だ
っ
た
。

一
方
の
伊
勢
は
、I SE

と
分
け
た
と
き

に
、I
は
5
だ
が
、SE

も
数
字
。
古
代

日
本
で
は「
十
」
を
ト
ウ
や
ジ
ュ
ウ
で
な

く
、「
ソ
」
と
発
音
し
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
あ
い
う
え
お
48
音
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
神
が
宿
っ
て
い
る
の
を
古
文
献「
ホ
ツ

マ
ツ
タ
エ
」で
は
ヨ
ソ
ヤ
の
神
と
言
っ
て

い
る
。
ま
た
、
人
名
で
も
山
本
五
十
六

で
は「
十
」
を「
ソ
」
と
発
音
し
、
山
田

五
十
鈴
で
は「
十
」
を「
ス
」
を
発
音
し

て
い
る
。
古
代
、
こ
こ
が
倭
国
だ
っ
た

こ
ろ
か
ら
、
倭
人
は「
十
」を
サ
行
で
発

音
し
て
い
た
。
こ
れ
は
古
代
シ
ュ
メ
ー

ル
語
で「
十
」を「
シ
ュ
」と
発
音
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
と
は

50
と
い
う
地
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
50

の
数
字
が
入
っ
て
い
る
五
十
鈴
川
が
流

れ
て
い
る
し
、
伊
勢
を
聖
地
に
定
め
皇

祖
を
祭
っ
た
天
皇
は
崇
神
と
垂
仁
。
お

ど
ろ
く
べ
き
こ
と
に
こ
の
お
二
人
の
天

皇
の
和
風
諡
号
に
は
と
も
に
50
が
入
っ

て
い
る
！
シ
ュ
メ
ー
ル
の
天
津
神
に

は
50
の
数
字
を
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に
も
つ

神
が
い
る
。
風
神
エ
ン
リ
ル
だ
。
風
の

神
！
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
伊

勢
を
和
歌
で
歌
う
と
き
に
必
ず
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
ク
ラ
こ
と
ば
は「
神

風
の
」。
ま
さ
に
そ
こ
に
風
の
神
が
入
っ

て
い
る
。
ま
た
、
内
宮
、
外
宮
と
も
に

風
の
宮
が
摂
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
風
の
宮
の
神
が
も
と
も
と
の
伊
勢
の

神
だ
っ
た
の
だ
！

二
大
聖
地
の
地
名
か
ら
シ
ュ
メ
ー
ル
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語
で
地
名
の
意
味
を
読
み
解
い
た
が
、

北
海
道
の
最
北
端
の
網
走
か
ら
九
州
の

最
南
端
の
枕
崎
に
い
た
る
ま
で
、
日
本

の
古
い
地
名
は
ほ
と
ん
ど
古
代
シ
ュ
メ

ー
ル
語
や
エ
ジ
プ
ト
語
で
読
み
解
け
る
。

網
走
。
網
が
走
る
、
で
は
意
味
を
な

さ
な
い
。
発
音
か
ら
探
る
と
、A

BBA
 

SIRI

。A
BBA

は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
父
。

SIRI

は
蛇
。
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
で
は
動
物
も
神
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
網
走
は
、
父
な
る
蛇
神
様

と
い
う
地
名
に
な
る!

つ
ぎ
に
枕
崎
。
寝

る
時
の
枕
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
。

M
A

K
U

RA
 SA

K
I

。M
A

K
U

RA

は
、

大
き
な
船
を
意
味
す
る
シ
ュ
メ
ー
ル

語
、
マ
・
グ
ル
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
で
清

音
化
し
て
マ
・
ク
ル
に
な
り
、
そ
れ
を

倭
人
た
ち
が
マ
・
ク
ラ
と
訛
っ
た
。
ま

たSA
K

I

に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語

の「
漁
民
」を
意
味
す
る
シ
ュ
・
ク
・
ア
。

そ
れ
が
訛
っ
て
、
ス
カ
と
か
サ
キ
に
な

っ
た
。
つ
ま
り
枕
崎
と
い
う
の
は
、
大

き
な
船
で
や
っ
て
き
た
シ
ュ
メ
ー
ル
の

漁
民
、
と
い
う
意
味
に
な
り
、
日
本
最

南
端
の
港
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
か
た

や
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は
自
分
た

ち
の
ク
ニ
を
エ
ジ
プ
ト
と
は
言
っ
て
な

か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
の
は
の
ち

の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
が
名
付
け
た
も
の
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の

国
名
を「
ケ
メ
ト
」と
言
っ
た
。
意
味
は

黒
い
大
地
。
毎
年
7
月
に
な
る
と
ナ
イ

ル
川
が
氾
濫
し
、
地
味
豊
か
な
黒
い
土

を
運
ん
で
き
て
、
そ
こ
に
種
を
ま
け
ば

穀
物
が
豊
か
に
み
の
る
の
で
、
彼
ら
は

自
国
を
ケ
メ
ト
と
呼
ん
だ
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
語
に
は
母
音
が
な

い
の
で
、
子
音
で
か
け
ばK

M
T

。
こ

のK
M

T

の
子
音
が
入
っ
た
地
名
が

日
本
に
は
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、

K
A

M
A

T
A

（
蒲
田
）、K

IM
IT

U

（
君

津
）。M

とB

は
比
較
言
語
学
で
い
う
と

簡
単
に
入
れ
替
わ
る
の
で
、K

IBIT
U

（
吉
備
津
）。
ま
た
、
北
九
州
と
茨
城
県

に
集
中
し
て
い
る
彩
色
古
墳
に
は
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
船
が
描
か
れ
た
り
、
セ

ム
文
字
で
ゲ
ブ（
神
）と
読
め
る
文
字
が

描
か
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
が

エ
ジ
プ
ト
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
動

か
ぬ
証
拠
だ
。
東
京
国
立
博
物
館
の
縄

文
館
に
は
、
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
文
字
が
刻
ま
れ

た
縄
文
土
器
が
展
示
し
て
あ
る
!
い

ま
ま
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
単
な
る
文

様
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
き
た
。
比
較

言
語
学
と
い
う
ツ
ー
ル
を
導
入
す
れ
ば
、

面
白
い
よ
う
に
日
本
の
城
門
、
弥
生
と

呼
ば
れ
る
時
代
の
真
実
が
解
明
さ
れ
る
。

和
歌
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
解

決
を
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
古
文

書「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」に
も
古
代
シ
ュ
メ

ー
ル
や
エ
ジ
プ
ト
系
の
言
葉
が
散
見
さ

れ
る
。

た
と
え
ば
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
、

ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、
水
田
稲
作
を
日

本
列
島
に
広
め
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
物

語
だ
が
、
そ
の
叙
事
詩
で
い
ち
ば
ん
重

要
な
コ
メ
と
か
稲
と
い
う
こ
と
ば
が
、

な
ぜ
か
「
ソ
ロ
」
と
か
「
ゾ
ロ
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
学
だ
け
で
は
読

み
解
け
な
い
。

そ
も
そ
も
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
穀
物

（
麦
）
の
こ
と
を
シ
ャ
と
い
っ
た
。
そ

の
農
民
た
ち
が
イ
ン
ド
地
方
に
移
住
し

て
コ
メ
を
開
発
し
た
と
き
に
、
新
し
い

コ
メ
と
い
う
穀
物
に
つ
け
る
言
葉
を
つ

く
っ
た
。
自
国
語
の
穀
物
シ
ャ
に
、
豊

穣
の
女
神
リ
シ
ュ
を
つ
け
て
、
シ
ャ
リ

シ
ュ
と
い
う
言
葉
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ

が
倭
人
た
ち
に
よ
っ
て
シ
ャ
リ
と
縮
め

ら
れ
、
さ
ら
に
母
音
転
訛
で
ソ
ロ
に
な

り
、
濁
音
化
で
ゾ
ロ
に
も
な
っ
た
。
ち

な
み
に
今
で
も
韓
国
で
は
コ
メ
は
シ
ャ

リ
シ
ュ
か
ら
転
訛
し
た
サ
ル
。

日
本
神
話
の
猿
田
彦
は
お
猿
さ
ん
と

は
関
係
が
な
く
、
サ
ル
タ
＝
米
・
田
。

つ
ま
り
大
農
園
主
の
意
味
に
な
る
。
日

本
の
ほ
と
ん
ど
の
古
い
地
名
、
神
名
、

氏
名
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
や
古
代
エ
ジ
プ

ト
語
で
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
古
代

世
界
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。

そ
の
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
文
明

が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と
し
た
定

説
も
痕
跡
も
な
い
。
つ
ま
り
、
両
文
明

は
あ
る
日
突
然
花
開
い
た
の
だ
。
突
然

文
字
を
も
ち
、
数
字
を
あ
や
つ
り
、
天

文
学
に
目
覚
め
、
資
源
を
さ
が
し
て
大

き
な
船
を
作
っ
て
世
界
に
航
海
に
で
て

い
っ
た
。
実
は
現
代
世
界
で
最
も
古
い

と
さ
れ
る
両
文
明
を
も
た
ら
し
た
の
は

異
星
人
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

ひ
と
つ
に
は
、
彼
ら
に
は
、
自
分
た
ち

に
文
明
を
授
け
て
く
れ
た
の
は
、
シ
リ

ウ
ス
人
で
あ
る
と
い
う
傍
証
が
あ
る
。

西
ア
フ
リ
カ
に
マ
リ
共
和
国
が
あ

り
、
そ
こ
に
い
ま
で
も
住
ん
で
い
る
先

住
民
の
ド
ゴ
ン
族
は
、
何
千
年
も
昔
か

ら
、
シ
リ
ウ
ス
B
と
シ
リ
ウ
ス
C
の
存

在
を
知
っ
て
い
て
、
地
球
の
文
明
は
そ

こ
か
ら
来
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
。
決

定
的
な
の
は
、
彼
ら
は
太
古
の
昔
か
ら
、

シ
リ
ウ
ス
B
と
シ
リ
ウ
ス
C
と
い
う

伴
星
が
シ
リ
ウ
ス
の
回
り
を
50
年
周
期

で
公
転
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
こ

と
。
現
代
文
明
は
、
シ
リ
ウ
ス
B
の
存

在
を
19
世
紀
に
、
シ
リ
ウ
ス
C
の
存
在

を
1
9
9
0
年
代
に
知
っ
た
ば
か
り
だ
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
両
生
類
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の
生
物
が
エ
ジ
プ
ト
に
文
明
を
授
け
た

と
い
う
。

一
方
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
古
文
献
に
は
、

シ
ュ
メ
ー
ル
に
文
明
を
授
け
た
の
は
オ

ア
ン
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
両
生
類
で
あ
る

と
書
か
れ
絵
も
残
さ
れ
て
い
る
。
古
代

エ
ジ
プ
ト
は
暦
と
し
て
シ
リ
ウ
ス
暦
を

採
用
し
た
。
毎
年
70
日
間
、
エ
ジ
プ
ト

か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
シ
リ
ウ
ス
が
7

月
に
太
陽
と
と
も
に
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
日
を
元
日
と
し
た
暦
だ
。
そ
れ
を

合
図
に
ナ
イ
ル
川
が
氾
濫
し
エ
ジ
プ
ト

に
豊
か
さ
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
現
代
文

明
で
は
作
り
え
な
い
と
い
わ
れ
る
ギ
ザ

台
地
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
玄
室
か
ら
は

古
代
か
ら
シ
リ
ウ
ス
が
観
察
さ
れ
て
い

た
の
も
わ
か
っ
て
い
る
。

宇
宙
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
シ
ュ
メ
ー

ル
文
明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
い
う
兄
弟

文
明
が
現
代
文
明
の
も
と
と
な
っ
て
い

る
の
は
確
実
だ
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
18
名
、
計
28
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

金
山
巨
石
群
の
太
陽
暦
法

講
師　

小
林
由
来
氏　

徳
田
紫
穂
氏

�

（
金
山
巨
石
群
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

と
き　
　

平
成
29
年
7
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

小
林 

由
来
氏　

Y
oshiki K

obayashi
画
家
。
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
ル
会

員
、
日
本
日
時
計
の
会
会
員
、
日
本
暦

学
会
会
員
。
金
山
巨
石
群
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
長
。 
著
書 

『
金
山
巨
石
群
の

「
縄
文
」
太
陽
観
測
ガ
イ
ド
』 

㈱
三
五

館
／
2
0
1
6
年
9
月
発
行
。

1
9
9
7
年
、
線
を
主
体
に
し
た 

『
記

号
表
現
』 

の
創
作
を
試
み
て
い
た
折
、

偶
然
巨
石
に
見
つ
け
た
「
線
刻
ら
し
き

も
の
」
を 

『
記
号
表
現
』 

と
考
え
、
そ

の
意
味
や
機
能
性
を
探
し
始
め
た
こ
と

が
金
山
巨
石
群
調
査
の
始
ま
り
と
な

る
。

 　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

金
山
巨
石
群
は
、
岐
阜
県
の
山
間

部
に
位
置
す
る
県
の
史
跡（
縄
文
時

代
）「
岩
屋
岩
蔭
遺
跡【
写
真
1
】」
を

含
む
3
か
所
の
巨
石
群
の
総
称
で
あ

る
。
1
9
9
8
年
か
ら
の
考
古
天
文

学
調
査
に
よ
り
、
縄
文
時
代
に
起
源

を
も
つ
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
公
開
し
て
き
た
。

2
0
0
4
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
日
時
計

国
際
会
議
に
お
い
て
、
日
本
日
時
計
の

会
・
前
会
長
で
あ
る
後
藤
晶
男
氏
の
ご

指
導
に
よ
り
金
山
巨
石
群
の
紹
介
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
2
0
0
8
年
の
ス
ペ
イ

ン
・
ク
エ
ン
カ
で
行
わ
れ
た
画
家
又
木

啓
子
氏
に
よ
る
日
時
計
国
際
会
議
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
よ

う
や
く
昨
年
2
0
1
6
年
に
は
、
18
年

間
の
調
査
記
録
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク（
写
真
集
）も
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ

で
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
点
お
よ
び
最

新
の
考
察
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

ま
ず
金
山
巨
石
群
は
、
1
日
の
時
間

帯
を
区
別
す
る
た
め
の
日
時
計
と
い
う

よ
り
は
、
年
間
の
時
期
を
区
別
す
る
た

め
の
太
陽
観
測
に
よ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で

あ
る
。
そ
の
根
拠
の
ひ
と
つ
が
、
あ
る

巨
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。「
3
つ
の
楕

円
形
と
2
本
の
線
刻
」
で
あ
る
。
楕
円

形
は
夏
至
の
頃
に
巨
石
群
へ
射
し
込
む

ス
ポ
ッ
ト
光
の
形
を
描
き
、
線
刻
は
夏

至
の
太
陽
軌
跡
を
象
徴
的
に
刻
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
夏
至
の
到
来
を
意
味
す

る
痕
跡
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
夏
至
や
冬

至
、
春
分
・
秋
分
は
も
と
よ
り
、
年
間

の
正
確
な
日
数
お
よ
び
閏
年
観
測
が
で

き
る
石
組
み
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

事
実
関
係
は
、
古
代
、
飛
騨
の
山
間
部

に
お
い
て
太
陽
観
測
に
よ
る
暦
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
る
。

【
写
真
1
】 

岩
屋
岩
蔭
遺
跡
巨
石
群

基
礎
的
な
太
陽
観
測

　

金
山
巨
石
群
で
は
、
夏
至
や
冬
至
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の
頃
、
春
分
・
秋
分
前
後
な
ど
季
節
の

節
目
の
時
期
に
、
山
か
ら
昇
る
、
ま
た

は
山
へ
沈
む
太
陽
光
な
ど
を
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
古
代
エ
ジ
プ

ト
遺
跡
と
共
通
す
る
夏
至
・
秋
分（
春

分
）・
冬
至
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
の
日
を

観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ

こ
で
い
う「
中
間
の
日
」は
、
日
数
の
中

間
で
は
な
く
、
太
陽
軌
跡
が
日
々
移
動

す
る
範
囲
の
中
間
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。

高
精
度
な
太
陽
観
測

基
礎
的
な
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
に
加
え
、

金
山
巨
石
群
に
は
、
さ
ら
に
高
度
な
観

測
法
が
存
在
し
て
い
る
。
山
間
部
と
い

う
太
陽
観
測
に
は
一
見
不
利
と
思
わ
れ

る
条
件
を
克
服
す
る
た
め
の
太
陽
ス
ポ

ッ
ト
光
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
よ
っ
て
、
夏

至
や
冬
至
の
日
が
特
定
で
き
る
と
同
時

に
、
春
分
と
秋
分
の
頃
の
観
測
か
ら
、

閏
年
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
閏
年
観
測
に
は
、
あ
る
数
の
法
則

が
あ
り
そ
の
数
値
を
保
持
で
き
る
期
間

は
修
正
を
必
要
と
し
な
い
し
く
み
で
あ

る
。

4
年
周
期
の
閏
年
観
測 （
数
の
法
則
1
）

　

閏
年
を
観
測
す
る
石
組
み（
a
b
c
）

は
岩
屋
岩
蔭
遺
跡
内
に
存
在
す
る
。

2
0
0
0
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出

現
し
た
石
組
み
で
あ
る
。
春
分
と
秋
分

の
頃
、
巨
石
群
内
に
射
し
込
む
ス
ポ
ッ

ト
光
の
位
置
は
1
日
ご
と
に
4
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
移
動
を
伴
う
。
特
に
b
石

で
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
よ
っ
て
、
閏

年
を
判
定
で
き
る
し
く
み
が
あ
る
。
b

石
の
先
端
を
光
が
横
切
る
日
は
年
に
2

回
、
3
年
間
は
10
月
14
日
と
2
月
28
日

で
、
4
年
目
は
10
月
15
日
と
2
月
28
日

で
あ
る
。
こ
れ
を
縄
文
時
代
に
観
て
い

た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
現
在
の
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
に
基
づ
く
日
付
を
用
い
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
日
数
を
観
て
い

た
と
し
よ
う
。
3
年
間
は
10
月
14
日
か

ら
2
月
28
日
ま
で
の
1
3
7
日
、
4
年

目
は
1
3
6
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
間

の
円
グ
ラ
フ
で
表
す
と 
【
図
1
】 

の
よ

う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と

円
グ
ラ
フ
の
下
に
書
か
れ
た
数
値
91
日

と
93
日
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

数
値
に
注
目
す
る
と
、
3
年
間
は
91
、

4
年
目
は
93
と
な
り
、
4
年
間
の
数

値
を
合
計
す
る
と
91
+
91
+
91
+
93
＝

3
6
6
、
つ
ま
り
年
間
日
数
が
導
か

れ
る
。
こ
の
数
式
が
金
山
巨
石
群

で
の
太
陽
観
測
に
よ
る
４
年
周
期
の

“
数
の
法
則
１
”で
あ
る
。

 【
図
1
】閏
年
観
測
に
関
す
る

�

数
の
法
則
1
、
2

1
2
8
年
周
期
の
閏
年
観
測 

（
数
の
法

則
2
）

4
年
周
期
の
観
測
を
続
け
て
い
く

と
、
や
が
て“
数
の
法
則
１
”
の
数
値

が
保
持
で
き
な
く
な
る
と
き
が
や
っ
て

く
る
。
修
正
の
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
は

周
知
の
と
お
り
、
1
年
の
正
確
な
長
さ

は
3
6
5
日
と
6
時
間
ち
ょ
う
ど
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
確
に
は
そ
れ
よ

り
も
11
分
14
秒
短
い
。
こ
の
わ
ず
か
な

ズ
レ
は
、
1
2
8
年
経
過
す
る
と
1
日

に
達
す
る
。
金
山
巨
石
群
で
は
、
春
分

と
秋
分
の
頃
の
ス
ポ
ッ
ト
光
の
位
置
は
、

1
日
で
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
移
動
を

伴
う
こ
と
か
ら
、
4
年
周
期
の
閏
年
観

測
を
1
2
8
年
間
続
け
る
と
、
さ
ら
に

光
の
位
置
は
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ズ

レ
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
32

年
ご
と
に
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ズ
レ

を
生
じ
る
。

こ
の
影
響
で
数
の
法
則
1
は
4
年
目

の
数
値
93
が
95
と
変
化
す
る
。
こ
の
と

き
95
を
93
に
戻
す
修
正
が
必
要
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が“
数
の
法
則
2
”

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
過
去
15
年
間
の
年

2
回
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
デ
ー
タ
と
長

期
的
な
太
陽
高
度
デ
ー
タ
と
の
照
合
か

ら
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
次
の
修
正

の
と
き
は
2
0
9
4
年
頃
に
や
っ
て
く

る
。こ

こ
か
ら
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

載
っ
て
い
な
い
最
新
の
考
察
で
あ
る
。

古
代
で
は
な
く
未
来
を
見
据
え
た
金
山

巨
石
群
の
暦
の
精
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

【
図
2
】 

を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
が
1
日
の
ズ
レ
を
生

じ
る
と
き 

金
山
巨
石
群
で
そ
の
ズ
レ
を

読
み
と
る
こ
と
は
可
能
か
!?

西
暦
1
5
8
2
年
、
西
洋
の
暦
が
グ

レ
ゴ
リ
オ
暦
に
改
暦
さ
れ
て
以
降
、
金

山
暦
で
は
、
最
初
の
1
2
8
年
周
期
の

と
き
1
7
1
0
年
に
修
正
を
加
え
閏
年

を
1
回
省
く
。
し
か
し
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
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で
は
そ
れ
よ
り
も
10
年
早
い
1
7
0
0

年
に
修
正
を
加
え
る
。
そ
の
た
め

1
7
0
0
年
か
ら
2
1
0
0
年
ま
で
の

4
0
0
年
間
で
は
、
1
2
8
年
周
期
の

暦
と
約
6
年
間
1
日
分
の
ズ
レ
が
生
じ

る
。
2
1
0
0
年
か
ら
2
5
0
0
年
で

は
2
2
2
年
間（
16
年
+
6
年
）
1
日

分
の
ズ
レ
が
生
じ
る
。

こ
の
よ
う
に
2
1
0
0
年
か
ら
4
0
0

年
ご
と
に
、
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間
が
16

年
ず
つ
増
え
て
い
く
こ
と
で
1
2
8
年

周
期
の
暦
と
1
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る

期
間
が
長
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
1
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間

が
1
2
8
年（
16
年
周
期
×
8
回
目
）

に
達
し
た
と
き《
1
7
0
0
年
か
ら
約

3
2
0
0
年（
4
0
0
年
×
8
回
目
）後

の
西
暦
4
9
0
0
年
頃
》、
1
日
を
省

き
修
正
を
加
え
れ
ば
そ
の
ズ
レ
は
解
消

さ
れ
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
は
修
正
を

加
え
な
い
。
そ
の
た
め
1
日
分
の
ズ
レ

は
積
み
重
な
り
、
4
9
0
0
年
以
降
は

2
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間
に
入
る
。

で
は
西
暦
4
9
0
0
年
頃
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
が
1
日
の
ズ
レ
を
生
じ
る
と
き
、

金
山
暦
の
太
陽
観
測
で
そ
の
ズ
レ
を
読

み
と
る
こ
と
は
可
能
か（
!?
）

答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
る
。
金
山
暦
に

は
、
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
お
け
る
4
年

周
期
お
よ
び
1
2
8
年
周
期
を
測
り

数
え
る
数
の
法
則
が
存
在
す
る
。
西
暦

4
9
0
0
年
頃
に
な
る
と
、
1
2
8
年

周
期
の
暦（
金
山
暦
）は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

と
日
付
が
1
日
ズ
レ
た
状
態
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
金
山
暦
の

数
の
法
則
に
狂
い
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
ズ
レ
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
だ
。

金
山
巨
石
群
の
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
へ
改
暦
さ
れ
る
は
る
か

昔
よ
り
、
こ
の
精
度
を
保
持
し
続
け
て

い
る
こ
と
は
信
じ
が
た
く
も
事
実
な
の

で
あ
る
。

【
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
】

『
日
本
初
!
古
代
太
陽
暦
の
証
を
発

見
・
金
山
巨
石
群
の「
縄
文
」
太
陽
観

測
ガ
イ
ド
』
／
小
林
由
来
・
徳
田
紫
穂 

著
／
三
五
館
／
2
0
1
6
年
／
フ
ル
カ

ラ
ー
A
4
判
72
ペ
ー
ジ
／
定
価（
本
体

1
2
0
0
円
+
税
）／
I
S
B
N
9
7
8

‐
4
‐
8
8
3
2
0
‐
6
7
7
‐
3

【
お
問
合
せ
】金
山
巨
石
群
調
査
資
料
室 

T
E
L
0
5
7
6
・
3
4
・
0
0
7
3

E-m
ail　

oofuku@
fancy.ocn.ne.jp

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会
員

12
名
、
学
生
1
名
、
計
23
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆　　　　【図２】グレゴリオ暦が１日のズレを生じるとき



かい綿状集合体の光雲状群であり、存在する
時間の大部分は乳白色である。しかし時々は黄、
オレンジ、ダイダイ、赤、青、等に、ランダム
に、変化する場合もある（近赤外光～可視光の
間で変化する）。（13）変化挙動をみると、ゆらゆ
らと回転し、くねくねと螺旋状にスピンし、踊
るように見える。（14）時々は、勢いが増して、2
個に分裂する場合もあるが、また1個になる。

（15）デジタル・カメラの液晶モニターの枠外に
飛び出すが、「キテ」、「キテ」・・・と、お願い
すると、すぐに戻ってくる。（16）時には、別の
オーブ、例えば略称「シリウスちゃん」が飛び込
んでくる場合もある。しかし―「いまは、金
星チャンだよ」―と言うと、｢金星チャン｣ に
入れ替わってしまう。また、（17）出現オーブに
話し掛けると、歓んで踊ってみせる。つまり、

（18）意識のある生命体状である。

3－3）観察結果の解釈
上記の観察・測定結果を都合よく解釈する

ために、図3のモデル（仮定）を提案する。例
えば、ベクトル群の上半分は前報の図1（PSIJ、
No.433、2017年5・6月号）と内容的に同一であ
り、下半分を追加して図3とした。図において、
一番上にある陽電子と電子は一対の大きな巴型
右回りスピン群。その下の陰イオンと陽イオン
は小さな巴型左回りスピン対群。横点線より下
にある陽イオンと陰イオンは右回り巴型スピン
対群。その下の電子と陽電子は左回り巴型スピ
ン対群を意味している。これらの中心には核と
してのエアゾールがある。なお、意識的な性質

を述べる場合には、この陰・陽イオン対は陰・
陽プラナ（気、微細身素粒子）に置き換えて解
説・判断することにしたい。大きなベクトルの
陽電子・電子対は図3の縦方向に書いてある点
線と同じ方向であり、S極からN極に向かう地
球磁力線と一致している。つまりベクトルは磁
力線を意味している。他方、ベクトルのスピン
の（回転の）方向はベクトルと直交しており、電
流の流れる方向を示している。つまり、巴型ス
ピン対群の回転方向は電流の流れる方向を示
し、ベクトルは地球の磁力線方向と一致してい
る。地球の磁力線方向はほぼ一定（不変）であ
り、電流方向としての横方向は、クーロン力の
遠距離作用力のために、様々な変動があり、ま
たベクトルの方向も変化するので、結果として
オーブの諸変化の理由になっている、と推定し
ている。

纏めると、（1）呼びかけに応じて出現（発生、
生起）し、成長を続ける。つまり、ネガエントロ
ピーと呼ばれるように、姿、形、状態などを整
えながら次第に成長する。（2）他のシステム（例、
大気中の帯電諸物質）とエネルギー、物質、情
報を交換しあうことにより自己を維持し、成長
を続けている。（3）例えば、点状、芽状、ラビッ
ト・オーブ状、熟成期、消滅期となる。（4）発生
のごく初期段階の変化は急速であり、活発な動
きがある。これは吸引力（例えば、陰と陽間の）
と反発力（陰と陰、陽と陽）が初期程活発に変
化するためであろう。（5）成熟期のスピリット・
オーブは、静止画像として撮影される場合が多
いと判断している。このとき、スピリット・オー
ブ「たまゆら」は、Haloを持つ円形状で、輪郭
があり、円内部に様々な模様（非対称干渉縞な
ど、表情）を伴っている。（6）波動としては、テ
スラ波（縦波、粗密波）として存在している様
子である。（7）スピリット・オーブは自己発光体
である。（8）体外にあるオーブと被験者の意識
との間には情報の交換がある。つまり一種のマ
クロPKである。

以上、本稿ではこれに類似した性質を持つラ
ビット・オーブを大気イオン生命体と仮称する
ことにした。

● �●

図3　PSI（電子、イオン）spin対群
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粒子）から成る「サイ意識（霊）要素（PSI-spin
群）」も含まれている。また、イオン・ボールに
サイ意識（霊）要素が混入したものを、オーブ

（たまゆら）、またはスピリット・オーブと呼んで
いる。イオン・ボールは、さらに、絞り込まれ
てゼロ場（ゼロ点）を形成する。ところで、オー
ブ（たまゆら）は、意識が関与するマクロPK（念
力）として出現している。つまり、撮影者の意識

（変性意識状態、ASC）と体外にあるオーブとは
同調し、情報の交換を介して、式（1）等を介し
て出現・生起してくる。一方、「たまゆら」はエ
ネルギー一定条件で発生・生起する（別報）。

なお、零場中の変換点、つまり「零点」には
オーブの基としてのPSI-spin群が縦波（テスラ
波）として存在している（大気中から混入）。この
とき、エネルギー体としての人の皮膚から射出さ
れた気（プラナ）は、7.8Hzのテスラ波に乗って、
両者の間で同調して、情報交換をすることにな
る。なお7.8Hzの電磁波は周知のシューマン共
振波と云われており、横波であるが、また縦波
でもある（低周波数なので区別がつかない）。
3－2）変化するラビット・オーブ

ラビット・オーブはオーブ出現の極初期過程
の形姿であると判断している。動的な測定内容
とその結果は、既に前報（PSIJ、2017年3・4月
号）で報告したので、ここでは略述する。デジ
カメとビデオカメラを用いて、2016年2月15日
～17日の晴れた夜、長野県伊那市で、特異能
力者佐藤禎花師（女史）によって撮影された。
兎が飛び跳ねるような活発な動きをするので、
ラビット・オーブ（RO）と仮称した。動画に記
録された2分11秒～12秒間のコマ送り画像を、

1/30秒ごとに、チャプターした7枚を1枚の画
像に加算・表示して図2とした。ただし見易い
ように（明、暗）を変転してある。また動画なの
で、フラッシュ光は用いていない。（1）マクロな
芽オーブは、柔らかい感じの自己発光体で、平
静的な移動時には、ほぼ球形状でありHaloを
伴う。（2）急速な移動時には、昆虫の幼虫また
は或種の生命体に似た形状を示し、頭と胴体と
尾と思われる部分がある。これが丸まるとほぼ
球形状になる。（3）その長さ、太さ、色合い等

（形状・寸法、色）は、横方向に移動しながら、
非均質に変化する。（4）例えばピーンと伸びて、
つぎに丸くなり、約90度方向を変え、同時に
約180度反転して頭と尾が入れ替わる。（5）引き
続いて横方向に移動する。（6）ピーンと伸びる。
つぎに丸まる。このとき2部分に分割する場合
もある。（7）反転、球形、伸びる、縮小する、な
どを繰り返す。推察すると、（8）夜空に、動オー
ブがキラキラ輝いて見える原因は、この反転や
諸変化のためかも知れない。（9）このような（1）
～（8）等の変化は、約6～9Hzごとに現れており、
動作からみると、自ら発光するイオン生命体で、
周知の、地球共振電磁波のシューマン・レゾナ
ンス（7.8Hz）に同調して変化する様子である。
つまり、（10）発生のごく初期段階の芽オーブと
してのラビット・オーブ（発光球体）は形状、寸
法、色合い（周波数）、方向等が変化する。つ
まり、（11）ライトペンのような単一光源体ではな
く、陰・陽イオン生命体状である。

他の一例を述べる。別報（PSIJ、2015年11・
12月号）で報告してある。実験条件は上記と同
一である。（12）オーブ像は、変形しやすい柔ら

図1　巴型イオン・ボール 図2　ラビット・動オーブの短時間変化
1/30 秒ごとにチャプター（黒色を白色に反転）



1．はしがき
いまから107年前にESP（超感覚）やPK（念力）

などの超常（サイ）現象を科学研究するための
学会「SPR」が英国で創設された。最近になる
と、デジタル・カメラの普及に伴って新たな超
常現象として（1950年後半）オーブ現象が出現
してきた。しかし、超常現象は意識が関係して
おり、意識は科学的な測定がなかったので、現
象の原因究明には到らなかった。

そこで今回、筆者らは、オーブの諸現象の中
から一例を選び、意識的（生命的）と思われる
現象に注目して、初歩的な検討を試みることに
した。なお生命体は、意識の作用を基にして、
エントロピーを減少させながら成長する傾向が
ある。本稿ではこれに類似した性質を持つラ
ビット・芽オーブを大気イオン生命体と仮称す
ることにした。

2．従来の研究結果（文献調査）
（1）マクロPK（念力）は、対象物を構成してい
る物質の、不安定性を持つ原子核内の中性子の
質量mがエネルギーEに変わり、
　　　E = mc2、　c = 光速度・・・（1）
このEによる力を用いて発生する、とスウェーデ
ン人のH.Forwardは、米国Duke大学における
サイコロ投下の実験結果から推定した（1951）、

（例：サイ科学、Vol.1、No. 3、pp22-27、関英
男先生文献紹介）。

（2）筆者ら（2017年、PSIJ、9・10月号）は、発
功時の（エネルギー体として存在する）生体か
ら陰・陽プラナ（気）が放出されて、これがテス

ラ波（縦波）となり、直接不安定な原子核（主と
してH原子とN原子）の中の中性子に作用して、
式（1）を介してエネルギーEを得る。これがオー
ブの主要なエネルギー源になる、と推定した。

（3）M.Ledwith並びにK.Heinemannによると
（2007）、デジタル・カメラを用いてフラッシュ
撮影すると、オーブは自らが発光して小円状の
ノイズとして撮影されてくる。継続して撮影す
ると、出現頻度は約100倍程度にまで（再現性、
約1/3）増加する。またオーブは超高速度で移
動し、瞬間的に停止する。それらを総合すると、
オーブは知性と能力を備えた生命体であるらし
いと判断した。

3．ラビット・オーブの出現
3－1）大気中で形成されるオーブ

地球は電磁気学的には巨大な球形・地球コ
ンデンサー（約30万V）として存在している（直
流電場）。このほかに、雷による活動並びに
地磁気の脈動等に伴って発生する周波数1～
10Hz、10.2～10.3V/m程度の微細な交流電場
もある。このために大気中に存在するエアゾー
ル（埃、微粒子）は帯電しており、また空気成
分は電離していて大気陰イオン、大気陽イオン、
電子になっている。これらはスピンしているの
で、エアゾールを核にして大気陰イオン・ボー
ルならびに陽イオン・ボールが形成され、さら
に、相互作用によって結合されて「ともえ、巴」
状となり、これが絞り込まれて、図1に示した
大気陰・陽イオン・ボールになる。

この中には、陰・陽のプラナ（気、微細身素
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